
第
二
十
五
回

　

茨
城
県
幼
年
少
年
婦
人

　

防
火
大
会
龍
ケ
崎
市
で
開
催
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北
地
区
、
県
央
地
区
大
会
を
皮
切

り
に
県
内
六
地
区
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
な
い
猛
暑
の
中

　

茨
城
県
、
茨
城
県
幼
少
年
婦
人

防
火
委
員
会
及
び
龍
ケ
崎
市
な
ど

七
団
体
の
共
催
に
よ
る
茨
城
県
幼

年
少
年
婦
人
防
火
大
会
が
、
平
成

二
十
二
年
八
月
十
日
（
火
）
に
龍

10/10県西地区大会での操法競技

ケ
崎
市
の
龍
ケ
崎
市
文
化
会
館
に

お
い
て
、
来
賓
を
始
め
大
勢
の
参

加
者
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
火
災
予
防
思
想

　
（
こ
の
「
ど
ら
コ
ロ
体
操
」
は

龍
ケ
崎
市
と
流
通
経
済
大
学
に
よ

る「
商
学
連
携
事
業
」の
な
か
で
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
学
生
た

ち
が
龍
ケ
崎
コ
ロ
ッ
ケ
親
善
大
使

で
歌
手
の
五
月
み
ど
り
さ
ん
の
歌

っ
て
い
る
「
コ
ロ
ッ
ケ
の
唄
」
に

合
わ
せ
、
楽
し
く
健
康
に
な
れ
る

体
操
と
し
て
考
案
し
ま
し
た
。）

　

次
に
長
戸
保
育
園
児
に
よ
る
和

太
鼓
の
演
奏
「
長
戸
太
鼓
」
と
詩

の
暗
唱
「
ガ
マ
の
油
売
り
口
上
」

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」「
命
は
未
来
へ
」

が
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
鮮

や
か
な
バ
チ
さ
ば
き
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
県
立
龍
ヶ
崎
第
二
高
等

学
校
ダ
ン
ス
部
員
に
よ
る
チ
ア
ダ

ン
ス
「
ミ
ッ
キ
ー
」「
パ
ワ
ー
レ

ン
ジ
ャ
ー
」「
ス
テ
ッ
プ
ス
」
が

披
露
さ
れ
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
踊
り

に
会
場
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
準
備
に
あ
た
ら
れ
た

地
元
消
防
本
部
や
龍
ケ
崎
市
な
ど

の
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

　

本
年
四
月
八
日
に
県
立
消
防
学

校
に
入
校
し
た
新
任
の
消
防
職
員

が
、
約
六
ヶ
月
の
厳
し
い
訓
練
を

終
了
し
て
九
月
十
四
日
に
無
事
卒

業
し
、
現
場
活
動
に
従
事
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
は
、
所
属
消
防
本
部

の
消
防
長
等
の
消
防
職
員
や
父
兄

等
が
見
守
る
な
か
、
岩
島
学
校
長

よ
り
全
員
に
卒
業
証
書
と
在
学
中

に
取
得
し
た
各
種
資
格
・
免
許
が

授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
各
種
表
彰
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
学
校

長
の
式
辞
・
知
事
告
辞
・
来
賓
祝

に
先
輩
の
現
場
で
の
生
き
た
指
導

を
加
え
て
、
自
分
の
安
全
を
確
保

し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
卒
業
式
に
お
け
る
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

一　

学
力
賞

　

・
日
立
市
消
防
本
部

　
　

窪
木　

達
也

　

・
常
総
広
域
消
防
本
部

　
　

稲
葉　
　

光

　

・
筑
西
広
域
消
防
本
部

　
　

嶋
田　
　

純

　
　

木
村　

秀
幸

　

・
鹿
行
広
域
消
防
本
部

　
　

井
上　

剛
美

　

・
鹿
島
地
方
消
防
本
部

　
　

斉
藤　

一
輝

　

・
大
子
町
消
防
本
部

　
　

大
高　

健
一

　

・
つ
く
ば
市
消
防
本
部

　
　

小
島　

和
樹

に
毎
年
会
場
を
別
に
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

大
会
は
、
主
催
者
と
し
て
橋
本

県
知
事
が
挨
拶
後
、
公
務
の
た
め

中
座
す
る
と
の
こ
と
で
急
遽
次
第

を
変
更
し
、
県
幼
少
年
婦
人
防
火

委
員
会
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
同
じ
く
主
催
者
と
し
て
葉

梨
会
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
開
催

地
龍
ケ
崎
市
の
中
山
市
長
か
ら
挨

拶
、
そ
の
後
、
茨
城
県
議
会
を
代

表
し
て
地
元
選
出
の
山
岡
議
員
か

ら
来
賓
祝
辞
を
頂
戴
し
て
、
県
消

防
協
会
長
の
表
彰
へ
と
移
り
ま
し

た
。

　

表
彰
式
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
地
元
の
流
通
経
済
大

学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
学
生
が

「
ど
ら
コ
ロ
体
操
」
を
踊
っ
て
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

表彰状を授与する葉梨会長

学生謝辞を述べる稲見利一消防士

新戦力の消防職員96名が現場へ

第八十九期　初任科卒業式

第61回茨城県消防ポンプ操法競技大会地区大会結果
平成22年10月25日

地区名 日　時 開　催　場　所 出場
チーム数

出場
選手数 優勝チーム 総得点

所要時間 構成市町村数
1線 2線 当番市町村

県　北 10/3㈰
8:30

常陸大宮市辰ノ口下川原2074-20
おおみや消防広場

8 48 常陸大宮市 321.5 60 71 7市1町1村
常陸太田市8 40 那珂市 145.0 52 ―

県　央 10/3㈰
9:00

茨城町長岡4068
茨城県立消防学校

9 54 小美玉市 324.5 57 68 3市3町
茨城町3 15 小美玉市 146.0 55 ―

鹿　行 10/17㈰
9:00

潮来市潮来6060-1
潮来市営あやめ駐車場

5 30 神栖市 300.5 57 76 5市
潮来市5 25 潮来市 121.5 51 ―

県　南
北　部

10/24㈰
8:30

つくば市和台地内
つくば市北部工業団地内緑地

11 66 土浦市 335.5 50 66 5市
かすみがうら市3 15 石岡市 149.5 52 ―

県　南
南　部

10/24㈰
9:00

稲敷市須賀津208
稲敷市桜川庁舎駐車場

4 24 龍ケ崎市 321.0 59 73 5市3町1村
稲敷市9 45 守谷市 151.0 44 ―

県　西 10/10㈰
9:00

常総市新石下4365石下総合福祉センター
南側駐車場

14 84 境町 338.0 52 66 7市3町
常総市― ― ― ― ― ―

計
51 306
28 140

注1　日時は、開会式の開始時刻を示す。　注2　上段：ポンプ車　下段：小型ポンプ

で
訓
練
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
各
チ

ー
ム
選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

で
す
。

○
茨
城
県
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員

会
長
表
彰

　
『
優
良
民
間
防
火
組
織
』

　
　

め
ぐ
み
保
育
園
幼
年
消
防
隊

　
（
笠
間
市
）
ほ
か
九
団
体

　
『
優
良
民
間
防
火
組
織
ク
ラ
ブ

員
』

　
　

安
藤
栄
子
（
常
盤
地
区
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
）
ほ
か
九
名

　
『
優
良
民
間
防
火
組
織
ク
ラ
ブ

指
導
者
』

　
　

柴
山
芳
枝
（
岩
間
保
育
園
幼

年
消
防
隊
）
ほ
か
十
一
名

○
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
『
優
良
民
間
防
火
組
織
』

　
　

水
戸
市
立
城
東
保
育
所
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
ほ
か
五
団
体

　
『
優
良
民
間
防
火
組
織
ク
ラ
ブ

員
』

　
　

天
野
亮
子
（
石
中
学
区
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
）
ほ
か
七
名

　
『
優
良
民
間
防
火
組
織
ク
ラ
ブ

指
導
者
』

　
　

保
坂
や
よ
い
（
取
手
市
立
中

央
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）

ほ
か
七
名

　

・
阿
見
町
消
防
本
部

　
　

埜
口　

義
弘

二　

体
力
賞

　

・
北
茨
城
市
消
防
本
部

　
　

鈴
木　

智
博

　

・
ひ
た
ち
な
か
市
消
防
本
部

　
　

木
村　

英
樹

　
　

小
野
寺
俊
介

　

・
茨
城
町
消
防
本
部

　
　

横
山　

貴
文

　

・
稲
敷
広
域
消
防
本
部

　
　

笠
原　

将
志

　

・
日
立
市
消
防
本
部

　
　

稲
見　

利
一

　
　

小
林　

敬
弘

　

・
北
茨
城
市
消
防
本
部

　
　

石
川　

翔
平

　

・
大
洗
町
消
防
本
部

　
　

増
田　

裕
太

　
（
広
域
消
防
本
部
の
名
称
は
簡

略
し
、
消
防
職
員
の
敬
称
は
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。）

れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
各
地
区
大

会
の
運
営
に
あ
た
ら
れ
た
当
番
市

町
村
関
係
者
の
皆
様
に
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

各
地
区
大
会
の
成
績
に
つ
い
て

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
今
年
は
十
一
月
十
二

日
、
愛
知
県
蒲
郡
市
に
お
い
て
、

第
二
十
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に

本
県
代
表
と
し
て
常
総
市
消
防
団

（
旧
常
総
市
石
下
消
防
団
）
が
出

場
し
ま
す
。

　

念
願
の
優
勝
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
本
県
の
消
防
関
係

者
一
同
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
結
果
な
ど
の
詳
細
は
、
次

回
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
が
、
十
月
三
日
（
日
）
の
県

第
六
十
一
回　
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
地
区
大
会
開
催

辞
に
引
き
続

き
、
総
代
を
務

め
ら
れ
た
日
立

市
消
防
本
部
の

稲
見
利
一
消
防

士
の
学
生
謝
辞

が
あ
り
、
無
事

式
典
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

初
任
科
生
の

皆
様
卒
業
誠
に

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
消
防
学

校
で
習
っ
た
教

育
内
容
を
、
更

の
一
層
の
普

及
と
民
間
防

火
組
織
の
結

成
促
進
を
図

る
た
め
、
幼

年
消
防
ク
ラ

ブ
、
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
、

婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
と
消
防

関
係
機
関

が
一
堂
に
会

し
、
相
互
に

交
流
を
深
め

る
事
を
目
的



茨城県代理店

消防ポンプ自動車　消防用ホース
消火器　消防服装
消防資機材用品一式

V75ESからV10Fまで
　豊富な機種でお客さまのご要望に
　お応えいたします。

パナソニック

茨 城 消 防 昭和41年９月30日
第三種郵便物認可　 第615号 ⑵平成22年10月15日（２．３．６．８．10．12月15日発行）

　

茨
城
県
と
北
茨
城
市
の
総
合
防

災
訓
練
が
八
月
二
十
九
日
（
日
）

北
茨
城
市
の
大
津
漁
港
仁
井
田
地

区
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
九
月
一
日
の
防

災
の
日
を
前
に
災
害
時
に
お
け
る

迅
速
・
的
確
な
防
災
活
動
の
構

築
、
相
互
間
の
緊
密
な
協
力
体
制

を
強
化
し
、
あ
わ
せ
て
県
民
の
防

災
に
対
す
る
理
解
と
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
目
的
で
毎
年
実
施
さ

れ
、
地
元
や
近
隣
の
消
防
本
部
を

始
め
、
陸
上
・
航
空
自
衛
隊
、
気

象
台
、
警
察
機
関
、
日
本
赤
十
字

社
、
医
師
会
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関

係
者
、
地
元
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
約
三
千
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
災
害
想
定
と
訓
練
の
重

点
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
災
害
想
定
》

　

八
月
二
十
九
日
九
時
三
十
分
茨

こ
ら
れ
て
ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
二
カ
月
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
気
を
抜
か
ず
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

皆
様
か
ら
の
寄
稿
文
や
様
々
な

情
報
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
）

城
県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
七
・
三
の
地
震
が
発
生
し

た
。
北
茨
城
市
内
で
の
震
度
は
六

弱
を
観
測
し
、
水
戸
地
方
気
象
台

か
ら
津
波
注
意
報
が
発
表
さ
れ

た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
市
内
各
所

で
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し

た
ほ
か
、
釣
り
人
が
海
上
へ
投
げ

出
さ
れ
る
な
ど
多
数
の
死
傷
者
が

出
た
。

　

ま
た
、
交
通
機
関
を
は
じ
め
と

し
て
、
電
気
、
電
話
、
水
道
、
ガ

ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
大
津

地
区
に
お
い
て
は
、
急
傾
斜
地
、

橋
梁
の
崩
落
等
に
よ
り
交
通
が
遮

断
さ
れ
、
孤
立
状
態
に
あ
る
。

　

茨
城
県
及
び
北
茨
城
市
は
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
者
の

救
助
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
協
力
し
て
迅
速
・
的
確
な

応
急
対
策
を
実
施
す
る
。

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

海上からの一斉放水訓練
　

今
年
五
月
七
日
の
理
事
会
・
評

議
員
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
ま
し

た
葉
梨
衛
新
会
長
の
就
任
を
祝
う

祝
賀
会
が
、
九
月
三
十
日
、
土
浦

市
の
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
県
の
幹
部
や
県
内

の
消
防
団
長
な
ど
消
防
関
係
者
約

長
と
当
協
会
副
会
長
六
名
の
紹
介

の
後
、
発
起
人
を
代
表
し
て
阿
見

町
消
防
団
長
の
米
川
副
会
長
が
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
茨
城
県

知
事
代
理
の
栗
田
生
活
環
境
部

葉
梨
会
長
就
任
祝
賀
会
を

盛
大
に
開
催

《
重
点
項
目
》

＊
防
災
関
係
機
関
は
も
と
よ
り
、

地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

事
業
所
な
ど
の
参
加
を
得
て
、

相
互
に
連
携
し
た
実
践
的
な
訓

練
を
実
施
し
、
防
災
意
識
の
高

揚
及
び
防
災
行
動
力
の
向
上
を

図
る
。

＊
大
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
他

の
地
方
公
共
団
体
は
も
と
よ
り

関
係
機
関
等
と
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
広
域
応
援
訓
練
を
実
施

し
、
迅
速
・
的
確
な
応
援
体
制

の
強
化
を
図
る
。

＊
防
災
関
係
機
関
が
所
有
す
る
航

空
機
、
車
両
、
資
機
材
等
の
特

性
と
機
動
力
を
活
か
し
た
訓
練

を
実
施
し
、
協
力
体
制
の
構
築

に
努
め
る
。

倒壊した家屋からの救出訓練

就任挨拶をする葉梨会長

ソ
ウ
ル
市
で
は
、
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
韓
国
義
勇
消
防

隊
の
組
織
と
南
大
門
火
災
の
概
要

及
び
義
勇
消
防
隊
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
」
研
修
し
、
ソ
ウ
ル
特
別

市
義
勇
消
防
隊
連
合
会
の
李
晹
浩

会
長
や
全
国
義
勇
消
防
隊
連
合
会

の
崔
基
容
常
任
顧
問
の
ほ
か
多
く

の
消
防
関
係
者
と
情
報
交
換
が
で

き
ま
し
た
。

　

日
本
の
消
防
団
に
相
当
す
る
組

織
が
義
勇
消
防
隊
で
、
隊
員
数
は

韓
国
全
体
で
約
十
万
人
、
ソ
ウ
ル

世界消防安全博覧会会場前にて

ソウル総合防災センター前にて

特
別
市
に
は
四
千
三
百
人
お
り
、

市
内
に
二
十
二
あ
る
消
防
署
単
位

に
義
勇
消
防
隊
が
置
か
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
な
お
、
義
勇
消
防
隊

に
は
専
用
の
資
機
材
等
は
な
く
、

消
防
署
と
共
に
活
動
し
、
そ
の
活

動
は
全
く
の
無
報
酬
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、

放
火
に
よ
り
焼
失
崩
壊
し
た
南
大

門
の
再
建
現
場
を
視
察
し
、
当
時

の
概
要
や
再
建
の
進
捗
状
況
な
ど

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
の
訪
問
地
で
あ
る
大
邱
市
で

は
、
市
民
安
全
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
二
〇
〇

三
年
に
起
き
た
大
邱
地
下
鉄
放
火

事
件
を
教
訓
に
、
各
種
災
害
と
人

身
事
故
の
誘
発
要
因
を
分
析
し
、

実
質
的
な
教
育
体
験
を
行
う
こ
と

で
、
市
民
の
安
全
意
識
と
災
害
対

応
力
を
高
め
る
目
的
で
造
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
こ
こ
で
大
邱
地
下
鉄

放
火
事
件
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
放
火
に
あ
っ
た
実
際
の
車
両
を

見
学
す
る
と
と
も
に
、
事
故
に
遭

遇
し
た
場
合
の
避
難
方
法
な
ど
も

体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
大
邱
市
内
で
開

催
さ
れ
て
い
た
世
界
消
防
安
全
博

覧
会
を
視
察
し
、
最
新
の
消
防
車

　

今
年
度
の
理
事
研
修
会
は
、
今

年
三
月
に
開
港
し
た
茨
城
空
港
を

使
っ
て
、
お
隣
の
国
、
韓
国
へ
と

渡
り
、
八
月
十
八
日
か
ら
二
十
一

日
の
日
程
で
、
ソ
ウ
ル
市
及
び
大

邱
市
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
例
年
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
県
消
防
防
災
課
と
消
防
学

校
が
都
合
に
よ
り
欠
席
と
な
っ
た

た
め
、
葉
梨
会
長
は
じ
め
理
事
等

十
七
名
、
事
務
局
二
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
の
視
察
先
で
あ
る

茨
城
県
・
北
茨
城
市

総
合
防
災
訓
練
開
催

多重衝突事故救出訓練

編 

集 

後 

記

　

今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
猛
暑

が
続
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
涼

し
く
な
り
、
体
調
も
万
全
と
言
う

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

何
を
や
る
に
も
暑
さ
対
策
が
必

要
で
、
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
何
と
か
無
事
に
や
っ
て

か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
美
浦
村
消
防

団
女
性
団
員
の
藤
平
さ
ん
か
ら
葉

梨
会
長
へ
の
花
束
贈
呈
と
続
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
葉
梨
会
長
か
ら
就
任

に
あ
た
っ
て
の
決
意
が
述
べ
ら
れ

南大門再建現場での概要説明

間
の
中
で
韓
国
国
内
を
北
か
ら
南

へ
縦
断
し
、
異
国
の
文
化
や
歴
史

に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
有
意

義
な
研
修
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

両
や
資
機
材
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
茨

城
空
港
発
着
便
の
都
合

上
、
一
日
目
と
四
日
目

は
飛
行
機
に
よ
る
移
動

日
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
中

二
日
間
の
限
ら
れ
た
時

九
十
名
が

出
席
し
、

発
起
人
と

な
っ
た
地

元
美
浦
村

消
防
団
の

糸
賀
副
団

野口副会長の音頭で万歳三唱
（左から・会長、大塚顧問、野口副会長）

た
後
、
大
洗
町
消
防
団
長
の
米
川

副
会
長
の
乾
杯
で
祝
宴
は
開
会
し

ま
し
た
。

　

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
皆
で
葉
梨
会
長
の
就
任
を

祝
う
会
と
な
り
ま
し
た
。

※
葉
梨
会
長
の
経
歴

　

昭
和
四
十
五
年
～

　
　
　

美
浦
村
消
防
団
員

　

昭
和
五
十
六
年
～

　
　
　

美
浦
村
消
防
団
副
団
長

　

平
成
三
年
～

　
　
　

美
浦
村
消
防
団
長

　

平
成
七
年
～

　
　
　

消
防
協
会
理
事

　

平
成
十
一
年
～

　
　
　

消
防
協
会
副
会
長

　

平
成
十
三
年
～

　
　
　

消
防
協
会
常
任
顧
問

　

平
成
二
十
二
年
～

　
　
　

消
防
協
会
長

平
成
二
十
二
年
度

理
事
研
修
会
を
韓
国
で
実
施

長
、
中
島
美
浦
村
長
、

武
田
美
浦
村
議
会
議
長


